
町内持家在住の高齢者がサービス付き高齢者向け住宅に転居した場合の住宅活用のイメージ

奈井江版ＣＣＲＣ（生涯活躍のまち）構想戦略
病院の病棟再編による医療の確保（病診連携、病病連携の維持）

移住・定住
の推進

空き家
の発生

町内外から
の移住・定
住先に活用

サービス付き
高齢者向け住
宅に住替え

町内在住の
高齢者
（持家）

●医療・介護と連携した安心・安全な暮らしの確保
●コンパクト化された中心市街地で便利な暮らしの確保

町⽴国保病院内
サービス付き⾼齢者向け住宅

参加

提
供

〜健康でアクティブな⽣活の実現と継続的なケアの提供〜

重要戦略 ①

医療資源の有効
活用による安定
的・継続的な医
療体制の確保・
維持

●病病連携
砂川市立病院と
の８項目の協定

・医師の派遣
・病床の有効活用
・地域医療連携パ
スの推進 など

●病診連携
・町立国保病院を
町内開業医に開
放し、継続的な
診療システムを
確立

連 携

しごと

個人のスキル・ポテンシャル
を活かした就労

地域支援・余暇

➢ふれあい農園
➢学習指導・学校行事等の
ボランティア活動への参加
（放課後学習指導の人材）

➢コンサートや生涯学習、
サークル活動等への参加

健康づくり

併設する保健センターによる
健康づくり事業への参加
➢健康教室
➢健康増進事業
➢介護予防事業

医療・介護

➢併設する病院での24時間体
制の医療サービスの提供

➢介護施設や民間介護事業所の
サービス提供

社会活動への参加
農家等の人材不足解消



●町内企業に従事している町外者（雇用者数約700人、70％が町外）
●町内にある社員寮に居住する独身者

ターゲット

町外通勤者等をターゲットにした移住・定住戦略

移
住

・
定
住
先
と
し
て
奈
井
江
町
を
選
択

※ 上記施策の展開が幅広い世代・地域からの移住にもつながる（奈井江版ＣＣＲＣ、地域おこし協力隊、お試し移住）

“まち”の
にぎわい・活性化

人口減少に歯止め

●若者や子育て世代の移住・
定住

●空き家の解消
●出生率の向上
●子育て世代の情報交流

効果

情報発信

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、SNS
新聞広告、折込
チラシ など

重要戦略 ②

住宅施策

●民間賃貸住宅の家賃助成
●新築・中古住宅の購入助成
●サ高住へ転居した高齢者の空き住宅の活用 など

子育て支援策

●結婚期
出会いのきっかけづくり（婚活事業）

●妊娠期
不妊治療費助成、一般健診・超音波検査費用
助成、ママ友クラブ、健康相談 など

●子育て期
子ども医療費無料化、保育料・学童利用料第３子
無料化、すこやか健診、フッ化物洗口、予防接種
助成品目の拡充、放課後学習指導 など


